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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２６年４月分） 

２０２６年４月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●シュバルツ＝シリング元ＢＨ上級代表、死

去（６日） 

６日、シュバルツ＝シリング元ＢＨ上級代表

が死去した。同氏は、１９３０年にインスブリュ

ック（墺）に生まれ、ドイツキリスト教民主同盟

（ＣＤＵ）で政治家としてのキャリアを歩み、１９

８２年から１９９２年にかけて、ドイツ郵便・通

信大臣を務めた。その後、旧ユーゴ解体後の

バルカン半島で外交及び人道主義的活動を

開始し、２００６年にアシュダウン元ＢＨ上級代

表の職務を引き継ぐ形で、上級代表に就任し

た（～２００７年）。シュバルツ＝シリング氏は、

国内アクターへの説明責任を果たし、ローカ

ルオーナーシップを支持し、介入主義的な政

策からの大きな転換を目指した。 

●フィリポビッチＨＤＺ副党首が、ＢＨ大統領評

議会クロアチア系メンバーへの出馬表明（１３

日） 

 １３日、フィリポビッチＨＤＺ副党首は、ＢＨ大

統領評議会クロアチア系メンバーとしての出

馬を表明した。これにより、クロアチア系メンバ

ー選は、コバチェビッチＤＦ候補及びルチッチ

ＨＤＺ１９９０候補との間で実施される予定。 

●国境なき記者団（ＲＳＦ）２０２６年度「報道の

自由」指標及びＢＨに関する国別評価（３０日） 

 ３０日、国境なき記者団（ＲＳＦ）は、２０２６年

版「報道の自由」指標を発表。ボスニア・ヘル

ツェゴビナ（ＢＨ）を第９０位（スコア５４．２９）と

なり、前年の第８６位から順位を落とした。他

の西バルカン諸国は、「報道の自由」があると

評価されている順に、モンテネグロ（４１位）、

北マケドニア（４５位）、アルバニア（８３位）、コ

ソボ（８４位）、セルビア（１０４位）となっており、

ＢＨは下位から二番目に位置づけられている。

国別の評価では、セルビア系が多数を占める

ＲＳでは、名誉毀損罪の再導入や、ロシアの

プロパガンダの影響力増大により、公共の利

益を追求するジャーナリズムが脅かされてい

ると評価。ＢＨには、約４０のテレビ局、１５０の

ラジオ局、そして約６００のオンラインポータル

が存在するとしているが、全体としてはメディ

アの断片化と政治的干渉に満ちていると評価

した。 

●ルチッチ氏がＢＨ大統領評議会クロアチア

系メンバー選、野党統一候補として出馬表明

（２９日） 

２９日、ＢＨ大統領評議会クロアチア系メン

バー選に向け、ルチッチ氏が、野党の統一候

補として出馬を表明。現時点で、フィリポビッチ

ＨＤＺ候補、コバチェビッチＤＦ候補と共に選挙

に挑む運びとなった。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦政府、Ｗ杯出場を決定したＢＨサッ

カー代表に対し、３０万ＫＭの予算配分を承認

（１日） 

  １日、ＢＨ連邦政府は、Ｗ杯出場が決定し

たＢＨサッカー代表団に対し、２０２６年度のボ

スニア・ヘルツェゴビナ連邦政府準備金から３

０万ボスニア・ヘルツェゴビナ・マルク（BAM）を

拠出する提案を承認した。 

●ＢＨ連邦両院における南部相互接続プロジ

ェクト関連法案の採択（７日～１５日） 

 ＢＨ連邦下院（４月７日）及びＢＨ連邦上院

（４月１５日）は、それぞれの特別会合におい

て南部相互接続プロジェクト関連法改正（正

式名称は、「ＢＨ－クロアチア間の南部相互接

続ガスパイプラインに関する法改正」）を採択

した。南部相互接続プロジェクトは、クロアチア

のズグボズド（アドリア海沿岸）から、ポスシェ
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を分岐点とし、ＢＨのモスタル及びトラブニクへ

のガスパイプラインを建設する計画。今回採

択された法改正には、既存のパイプライン（サ

ラエボ、ゼニツァを通過）を経由し、ＢＨ中部ク

ラダニからＢＨ北東部トゥズラまでの追加のパ

イプライン建設が記載され、投資企業も、改正

前のＢＨガスではなく、「米国企業ＡＡＦＳインフ

ラ＆エナジー・サラエボ社」に変更された。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●トランプ・ジュニアのバニャ・ルカ訪問（７～８

日） 

 ７日、トランプ・ジュニア（トランプ米大統領の

長男）は、イゴール・ドディック氏（ドディックＳＮ

ＳＤ党首の長男）の招待により、ＲＳのバニャ・

ルカを訪問し、国際ビジネス・フォーラムに参

加し、演説した。同フォーラムには、ツビヤノビ

ッチＢＨ大統領評議会セルビア系メンバー、ミ

ニッチＲＳ首相、ドディックＳＮＳＤ党首が出席

した。訪問に際し、ドディックＳＮＳＤ党首は、

今回の訪問は個人的な招待と友好的関係に

基づいたものであり、謝礼等は支払われてい

ないと明言した。 

●欧州人権裁判所におけるドディック元ＲＳ大

統領の暫定措置申し立ての却下（１０日） 

 １０日、欧州人権裁判所が、ドディック元ＲＳ

大統領によるＢＨ裁判所判決に対する暫定措

置申し立てを却下する旨の決定を行ったこと

を当地メディアが確認。本申し立ては、２０２５

年８月に、ＢＨ裁判所が同氏に有罪判決（上

級代表決定不履行罪）を下し、ＢＨ中央選挙

管理委員会（ＣＥＣ）がＲＳ大統領としての職務

を終了させた決定及びＢＨ憲法裁判所におけ

る上訴棄却に対する上訴に際して行われた。

なお、欧州人権裁判所における最終的な判決

は、被告ＢＨ側の代理人による証言が行われ

たのちに下される予定。 

●旧ヤセノバッツ強制収容所犠牲者追悼記念

式典の開催（１９日） 

 １９日、ＢＨ北部、クロアチア国境付近のドー

ニャ・グラディナ（ＲＳ）の旧ヤセノバッツ強制収

容所跡において、同収容所犠牲者追悼記念

式典が開催された。同式典は、ＲＳ政府及び

セルビア政府の共催で執り行われ、ツビヤノ

ビッチＢＨ大統領評議会セルビア系メンバー、

カランＲＳ大統領、ミニッチＲＳ首相、ステバン

ディッチＲＳ国民議会議長、ドディックＳＮＳＤ

党首等の主要なＲＳ要人、セルビアからはブ

チッチ大統領が参加した。また、米国から、カ

プロウン米国・反ユダヤ主義監視撲滅特使及

びガルソン米国ユダヤ人法曹協会会長が参

加したほか、当地外国大使として、カラブホフ・

ロシア大使及びペレグ・イスラエル大使が参

加。カランＲＳ大統領は、第二次世界大戦中

にクロアチア独立国（ＮＤＨ）がセルビア人、ユ

ダヤ人、ロマ人に対して行ったことはジェノサ

イドであり、ＲＳはセルビア人へのジェノサイド

が二度と繰り返されないように設立されたと語

った。 

●グルシュコ露外務次官のバニャ・ルカ訪問

（２１日） 

  ２１日、グルシュコ露外務次官は、ＲＳの中

心都市バニャ・ルカを訪問し、カランＲＳ大統

領及びドディックＳＮＳＤ党首、ステバンディッ

チＲＳ国民議会議長等と会談した。その後は、

ＲＳ側主催の地政学フォーラムにも参加した。

同事務次官は、外部による内政干渉は到底

容認できず、ロシアは、デイトン和平合意とそ

の原則を維持するためにコミットし続けると述

べた上で、上級代表職へのクリスティアン・シ

ュミット氏の（国連安全保障理事会の承認の

ない）不法な任命は、ＢＨの安定化に向けた

数十年間の努力を台無しにし、西側の外部統
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治による実験は何ら良いことをもたらしていな

いため、ロシアは、上級代表事務所（ＯＨＲ）は

閉鎖されるべき（ママ）であると語った。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●ＢＨ代表団のアンタルヤ外交フォーラムの

参加（１７日） 

 １７日、ＢＨ大統領評議会３メンバー及びコナ

コビッチＢＨ外務大臣は、トルコで開催された

「アンタルヤ外交フォーラム」に参加した。同フ

ォーラムの際には、ＢＨ大統領評議会３メンバ

ーは、エルドアン・トルコ大統領と会談（朝食を

共にしながら）し、「エ」大統領の暖かなもてな

しに謝意を述べ、例年に引き続き同フォーラム

が世界各地から指導者を集結させ、無事に開

催されたことに祝意を表した。同会談では、政

治・経済からその他の紐帯を深め、さらなる協

力を発展させていく旨が話し合われた。 

（２）二国間関係 

●ファン・デア・ベレン・オーストリア大統領の

ＢＨ訪問（１４日～１６日） 

 １４日から１６日にかけて、ファン・デア・ベレ

ン・オーストリア大統領が、ＢＨを訪問し、ベチ

ロビッチＢＨ大統領評議会議長、シュミット上

級代表及びフロンダＥＵＦＯＲ司令官と会談し

た。ベチロビッチ議長は、ＥＵ加盟に向けて多

くの支援をいただいていることにとどまらず、９

０年代の戦争時にも、オーストリアが１０万人

の避難民を受け入れてくれたことについて今

でも感謝していると述べ、オーストリアに１７万

人のボスニア国民及び３０００人以上の留学

生が住んでいることに触れ、彼らが二国間の

紐帯をより強固なものとすることに期待する旨

述べた。 

●へレズＢＨ国防大臣及びＢＨ連邦代表団の

米国訪問（１４日～１７日） 

１４日から１７日にかけて、へレズＢＨ国防

大臣及びニクシッチＢＨ連邦首相が米国を訪

問した。へレズＢＨ国防大臣は、ジマーマン米

国防次官補と会談し、二国間パートナーシップ

のさらなる強化及び協力の促進について議論

した。両者は、８０以上の活動（米製ヘリコプタ

ー６機の機材等）を通じて、ＢＨ軍に対し、重

要項目への投資が行われてきたことを振り返

った。同大臣は、ＢＨ軍へのガザ地区での安

全保障かつ人道主義的なミッション参加を求

める要請は BH 軍の偉大な承認であると延べ、

ＢＨは平和の維持に貢献する用意があると強

調した。ジマーマン次官補は、防衛産業での

協力に関し、さらなる協力関係の構築に向け、

パートナーシップを強化していくと述べた。ま

た、米レオポルド社から購入予定のヘリコプタ

ーの試乗も実施された。 

●南部相互接続プロジェクトの二国間協定の

署名（２８日） 

 ２８日、クリシュトＢＨ閣僚評議会議長は、ド

ゥブロブニクで開催された三海域イニシアティ

ブ首脳会合に参加し、プレンコビッチ・クロアチ

ア首相と共に、南部相互接続ガスパイプライ

ンの建設に関する二国間協定に署名した。今

後、署名された協定は、ＢＨ大統領評議会の

承認後、ＢＨ議会で批准される必要があり、ク

ロアチア側でも同様の手続きがとられる。同プ

ロジェクトの実施段階においては、ＢＨ側にお

ける国有財産問題の解決が必須であるため、

今後議論される予定。 

 

３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●工業生産指数 
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２０２６年４月の工業生産指数は、季節調 

整後数値で前月比０．５％マイナス。前年同月

比３．３％プラス。 

●雇用／失業率 

２０２６年４月の失業者登録数は３０万９８２３

人（うち女性１８万４３６３人）で、前月比で１．

４％マイナス、前年同月比で３．２％マイナス。 

●平均給与 

２０２６年４月の平均給与（手取り）は１，６８４

ＫＭで、前月比で名目賃金は０．２％プラス、

実質賃金は１．６％マイナス。前年同月比で名

目賃金は９．０％プラス、実質賃金は２．０％プ

ラス。 

●消費者物価指数 

２０２６年４月の消費者物価指数は前月比１．

９％プラス。前年同月比で平均６．８％プラス。

食料品・ノンアルコール飲料の価格は前月比

０．５％のプラス。 

●貿易収支 

２０２６年４月のＢＨからの輸出総額は５７．０２

億ＫＭ（前年同期比１．５％増）、ＢＨへの輸入

総額は１０９．８億ＫＭ（前年同期比３．７％増）。

貿易収支は４３．９６億ＫＭの赤字。 

（２）経済政策・公共事業 

●ＢＨ連邦議会によるポスシェ風力発電所の

建設資金借り入れの承認（２１日） 

 ２１日、ＢＨ連邦上院は、ポスシェ市に建設さ

れるポクレチャニ風力発電所の建設資金とし

て、欧州投資銀行から１億３０５万ユーロの融

資を受けることを承認した。融資は 25 年間の

返済期間で承認され、５年間の据え置き期間

が設けられている。同決定によれば、この資

金は、西ヘルツェゴビナの広大な山岳地帯に

建設されるポクレチャニ発電所の風力タービ

ン２０基（総発電容量１３２MW）の建設資金に

充てられる。年間発電量は約４３６.９６GWh と

見込まれている。 

（３）民間セクター 

●ＢＨカトリック・コミュニティがイースターを祝

福（５日） 

 ５日、ＢＨのカトリック教徒は、イエスの復活、

死に対する声明の勝利、希望及び新たな始ま

りの象徴であるイースターを祝福した。ヴクシ

ッチ司教は、イースターは喜びの日であり、す

べての信仰の基礎となる日であると述べた上

で、イエスは命を危険にさらし、脅迫し、恐怖

を広める者たちを非難すると語った。 

●ＢＨセルビア正教会コミュニティが正教イー

スターを祝福（１２日） 

 １２日、ＢＨのセルビア正教徒は、正教イー

スターを祝福した。カランＲＳ大統領は、セル

ビア正教会のポルフィリエ総主教、府主教、司

教、聖職者、修道士、そしてすべての正教徒

に祝意を表し、愛する人に囲まれ、平和と喜

び、そして健康の内に祝われることを祈った。 

 

 


